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　　　　蕗8騨開鵜会魎蜘纈塗第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
：L　日　時　　　・賭和48年4月工1日伽

　　　　　　　4二後20寺～4時

2場所腎 嚮嵓ｭ委鯵飼室

5議題・（・）㈱47年脚・～2月1。1妙ツト打上嫡’

　　　　　　　　実験の評儘について

　　　’　　　　（多）その魁

4・費、科

　　　委8一工　第7回宇宙開発；姿焼会1定例会議）譲事要旨

　　　委8－2㈱47年凹凹観測・ケツ隈警告
　　　　　　　　‘1∂一4Sσ一2）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委8＿3　麟7画ロ〃ット’打上げ実険について

　　　委8－4．脚47年顧移月聯ケット打上げ黙・

　　　　　　・の評脈ついて働

”、

’o
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第7　　　第㌘回宇宙開「発委負会1定例会議）中事要旨

：L　日．時　　・三和48年4月4日㈱

　　　　　　　　午後2閃…～41時…

2＿場所9 @宇宙謝発委員会会講室

　　　　　　　　　　し

3謎卑　ω旧版辮星鴎TS一・）．データの
　　　　　　　　　解析巌宝：果について

　　　　　　　　（2）序誹醗計画の臆tについて

　　　　　　　　（3》その暢　　　　」

41　費　桝

　　委7三馬第6回宇町回独会嚇ヰ会毒壌鞍旨

　　委7－2　　笑験用優源衛星lERTS一ηデータの解析

　　　　　　　　精果

　　’麹一3　宇醐二三硯郵につい㈱

5．・幽門者

　　　、報麟委貴会　”ジ山東憾夫
　　　　　　ガ　　　　　　・　　、　．　網　島　　　毅

　　　　　　〃・　　一一．　一　∫吉識雅未蔦’

　　　　　・〃一　　一㌧．’パ藤東禧
　　関係省庁職負等

　　　’科学技術庁理窟開発参事窟　　　　　山　蜻　正登

　　　外務省国除連合局外務参事官　 ．石川良孝
　　　　　　　　　　　　　　／　　‘雌皆中）

文願解大学学術尚舞鎗

　論｛間引莱古平工ミ樹萄次長

　　　〃　　工業技術院総勝都響
　　　　　　　　　～

運輔三姫廟参争官

　気象庁二二部長

海上保安庁総務音暖

　郵政省竃波監埋局審論官

　　　〃　　〃　　無線興信音！～骨

違献三明鯵純

　菓京大学三三航空研究所

　宇笛囲発事業団システム計画部

　経団連二二開発準進会説
論明者

　東京大学生産技術研究所教授

　気象庁予報部予報諜予報係長

　東京大学農学部教投
　農林省林業試門門航測研究室長

　東海大学海洋学部教投　・

　鳥羽他船高等専門学校助教授　　，’

事務局　　…　．　　　’　．　’

　科学技術庁研究論戦局宇宙企画課長1
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6．議事要旨、

（1）前回丁丁婁旨につ鈴て

　　髄6丁字醐発委負門徒例会議冷隻鵜指が篠拠れた。

（2｝一丁験用資源衛星lBRTS一一1）データの粋析灘1：果について

　　丸安蟻和躯大教授ぐ土縫清気象庁予報課予聯係長ほか4名9

　　から、米函の実験用団平衛星‘ERTS－1）データの解析

　　結果について蘇明が行なわれたのち、以下の懐疑応答が行斥

　　われた。　・’

納島3ER工S一工の寿令はどの位か。

丸安逸当初工年位利用する予定であったが♪ERTミー耳の打

　　　上げがユ976年になるので、ERTS－1を予診より長

　　　く使う模様である。　，　　　　　　辱’

山県：地上ステーセヨン設櫨について米函の熊度はどうか。

　　　　　コ

　　　接行なうよう勧あている。

網島3日本は独自の資源衛星をもつ必要があるか。　　．

丸安：米州のもめで当分の間十分だと思う。また、ERTSの

　　　ように籾庶の高い衛星を開発するには、技術的問題もあろ

　　　う。

　纈島3ERτ．S一工はユ8日に1画定期的に日本の上を逓過す

　　　るどのζとであるが、衛星の利用ひん度はこれで十分か。

丸安：專門家が不足しており、解析能力にも阪度がある。

三三利用ひん三つφては・研究テーマによって違うと恵うP

　　鯛えば、・檀生のデータ取得には雲の影轡を考慮して叙多くデ

　　一一タを取る必聴がある。

　　衛星自体については、できれば日不でも持つごとが墓しい。

　　とくた水匡、海底責源等の分勤には必要であろうb

網島：185：kmを走査するのにどの位かかるのか。

丸安：25秒である。　　　　・　　　　　　　　　’

山県：地上局識櫨の予定はあるのか6，

丸安：航空データとあわせて、デ』タ処壇のできるステ門シヨン

　　を黒髭することを希望している。　　　　．　　・

（3）字宙開発計画の見直しにつφて

　　事務局から質窟7「3、「宇宙開発計画の見直しについて饅4

　について説明が行なわれたのち原案どおり映肯きれた。

（4｝その他・　．　’　　　　　　覧　　　　　　・一

　　宇宙開発に関する基本説画が3月2♀日に定められた旨事務

　局から報告されたQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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∠」一4S（つ一2号孝畿実験報告　　　　
、

・　　　　　　　　　貝召和48年4月
　　　　　　　　　東京、うく学1ぎ宙’航空海弄究：所

　　ム4SC「2号灘・晒・48年用28日・14時．！5
分、　よゴ下角76、5。で 考答三寸さ、れγミ。　ロケ’．ッ　ト　、さ・毛「・暮とど　む　正常　1て1飛

しょうし，この間，予定さフ｝脈史駒京すべて順調K行田オしZ．

所期の齢腫違成し偏

　第2段口碗寓瀦購32秒、く豹腿励離し漁
　4・2秒、く点、ジ（さ・才し丁気。第2昇三ヒiく耳ヌー～♪う寸、1）’丁気S＝［TVCi装：置お・よ

び・ロー1レ制御ジェツ暖勧、三巴4砂よ）1勘欄凱、

第2「段の燃焼期P謁亀通じて，姿勢基準装竃よ）与之られ株ピツ

をフ．訂ラ．妹従っで．渉しくこ．ッ鋤刷御ほ・諏戸

．一 ｲ訂び’ロー｝レ軸1て関す蘇U犠アも完全でノ’特Kロー｝レ鱗i陶

1くお・いでは、レ4βcづ邪曵K鄭糠ようア謬旧いレク

の撒底・一）帰吻ジ’ Gッ1装翫ノズ）喉端、羅四部
1く重多し汽・こと〕くよク完全・、く下家」云さオtン期1寿一ど！・お夕の女か果・・1…・・収．め…

一斥。　　　　　　　　’　　　、

　第今回1く対する弓勢制御動1繁堺発・射倹ノ分一39，紗K淵鮒され

欣．’ ｧ輸｝鞭正常効苓賠軸碍澱定尿局ヤセ・呼の滴

K締アレ獅その1気2分ノ。’f力・ら5紗問錦絵てコマン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のド隠送1言しノ姿勢基教言協と鴇クノ。．L向諏修正レ献，

．こ粛しKlキう制徒P動作も正．常て“あフR。



、

、 　　　　　　　　　　●・．　　　　　　●

　発射後3分2尉Nlくスヒ．ンモータカく継し，．25脚のスヒ．

ン起与えられ尺第4段は，4分！9秒1て姿勢制御張置から勿ク

璃回れ、その｝紗後K点火し沃。第4段の燃焼、飛しょうは正

常て“、発射1鋤4分50棚て最島島度2／5酬く逸し勧気発射

後葡ノ・ケて内瀟南鞠94・隔の・浮、廃下啄．

　第亀4段1く搭載し焙癬†測暴の動潟正叡㌧SπVO

装置の動1ア捌鈍ばじめノ機体の畜噛三生，飛し．よう撫罫関

する多く一の資米斗力ぐえちれ衣。’』

　レ4’sご一2号機K帯寄し尺＄ITVC装置，1的【一3c

禦K搭載予定のものと・類似の形式ゼある。＝μかぐ順調獄作動を

示ほこヒ、茜K影段の・一1レ協｝二次極めて良好1携膨｝つ

れ／ま杁ヒヘソチプ［）プラム1《従っ托制御みよびコマ》ドKよる

’同勢角の1彦’正亨力作毛良下多て“あっ丁くこヒ源ゼヵく，今一匡）の実晴食一1くよ

っ？も汽らマ翠汽成果の主辱ぱものz”ある。
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　一一．一切；和47区部：矛2次下見測．ロケット喫蔚知よ『ヨ召．和43年」源L童亘から1〕匿画一養す白1二

　　　．な5躍川月．26日．から2月．」助・雄像月一乙5助、う2．自25日まで贈進計三
　　　♀多β一下．にζ綴¢1一実、鹸を．訂．画レ、一一下表に示す玉うU堂豪1不一を喫変心⊥r（。＿

　　　　　　　　　兆　，勇寸　芝条雫　ろ牛　　罐昏ラ斥1言果

　　　　　　　　　ワ8一・1蟹函lr・…ノ｝・雨23613∫・…42嚥織轟珊⊥

　　　　　　　　　ワ7一惰東”一子一一｝・61334趣嚢回田璽

ロケット

r－2’0－9

発射一
氏@旨
氓煙撃
P，1－6

吹G40
．，一一

P、．19

p2100

ムー4’＄ぐ一2
’、23．

｝〈一10－9一
2．、19．、

@こ2
K－914－42 2．25

ﾛ纒9

．＿2，喫験結黒＿一．＿．＿二．．＿．　　　　　　　ll
＿＿＿（D．S二21ρ，二8，．K－9M二41’K＝1ρ一つ．お・よひrk一り一Mマ42：号オ幾一．し玉．二2，い二く＿一．

二ご⊥三熟鵬姦箒諏融　　　ノ1
二．＿．、一．＿7嶽正常丞：動作レL余子しの期15ξi中観測．が行な一わ抗，．

，…＿一＿
M重麗名温表フマロフア帆．か得られ一丁㌃紅て一．7層E

l二⊥1・．騨編謬1恥辱蒙綴幽暗鋪込｝ぞ轟呈㌶

＿一＿一＿＿7環・ユ］マ便用す硯孟一1力妬ぐ蕉起ぬ一＿一＿＿一．．一一＿＿＿＿

　　　　　　　　　　　　うは恒常．で．，．発射後46秒＝多．スζ。≧轟二二i皿τ1一妙『’
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1二三こ1二二1二［嬉鍬識1諾離製御∫鍵裂藻泌詔端篇東義義諏濃．

一＿，，．

i3＞避〕・すぴ「1一田．…曲　’一一二『一7一’一一一’一幽『…一』…一　』　　－　｝一『一『…一．一一　』　一．一一』一

rτ二∬1三こ1il三黙坐溜塗醐1親辮1撫養毒勲爵鶴面恥廓欝一・

＿＿．＿．一＿＿＿．

ｷ．乃ミーとかごできτて◎一一　一．＿　一．一＿．．一一＿一．一．．　．

1⊥二r二⊥二1繁読禦意思5纏論誰重1酔ll馳ら膨1嬉縁1『箪

　　．　　　　　’　　　　　1　　　　　●　　　　　1　　　　　・　　　　　1　　　　　・　　　　　1　　　　　。　　　　　，　　　　　・　　　　　9　　　　　・　　　　　1　　　　　・　　　　　1　　　　　。　　　　　1　　　　　5　　　　　‘　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一・



、

　，。
r亀　　　　　．　．

■

●

，
」

　　　　　　　　　No．＿＿．＿＝＿＿。＿．．＿

♂

メ
・

も

9

θ

ρ
．
σ

’

1

’

’

’ぞ’　∵，’　　　　　　　　　　　♂
’ノ

∂

・

　　　　■

○

　　　　　　　　　　　　　●
「

オ7⑨vプッ1訂鼠恨舩・巳くり・・で」

　　　　　　　　　　　　　！
覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　（や移零、0　4δ荊」1・と《莫《）・　・

」0履》γ呼ト3弓激

孟訂」亀ゲ素描の醐

・～．魔羅孤桃藩

亀

9　0

‘

「

轟

。

”

・r　・

o

’

P

’　●

　　　．

’

●

　　　　■

，

　　　垂
．　　　∫．」

　　、　’

　　麟

qJ’ @　　ノ

、
、

’

　，要通15号・　A4’
∫

字宙開発事栗団 ◎

〆．酒

　　層rじ

” ，

L



’

亀

‘

7　　’ 　，

タ

　　●
Φ

’．

　　No．．

　　　嚇

．　層　　　’

．＿．＿．ク2＿．

　　　．1書
　　ロ　　ニへきノ

　　1響’1

．・．甲・．　

　
．
♂

齢
詳
㍉
．

9

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂”　　・・‘、，9・　　　　　　　　　　「一　》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．｛ノ　　　．．．　　　o

　ム．・才西尾“整．　切’qも一　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
．　」’6£型フンワ1》」人工廊星、訂よ．グ爪つワレくう文飛する誘射，捗ア牧痴

　　痂臓去漏しして〈薫煙麟つチフ｝↑あろ・’　9噛∫、

　　　今働打」λヴKδそ撫・∫、人工獅害わぬヴ飛》プワIK騰凱剰るρψ。

’彫レ籾ミ砿鼠sバンドクぞンド妥儲蚤畦噛k碗発し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　一f《じバ・ンドレーダ’トうンス示ンヂ叢全し癒欽し天ξしょりチ竃ミう支〉虞お・つ：う・法【肩ヒー

　　激監の徽穐七獄・ら1〈鈷忘する少も翠・竜多帳塞Lヒの竃ラ及試験し1す

　　㌃∫うつザ、た〉わ獲1荻家がらき込ヴて3K力・スルヅ1キ亀B渉ア蟻孟・9る制

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　御触鰍跡‘“・四型・阿糠の醗K・媛瞥♂茎硬醐’鴫

　　るこ庇醐ヒし費b‘　　　　『　空．　：、、

　　わ1～、　　♂　の　罫天》．一

　　　姻型砺卜灘蜘狸猫粒ンク励蘇幽即嚇1、
　・・郵・胤騰脚婿《719，豹ユ亀ノ・ま・き9Z・委丁」L・・ブ殊斥・

　吻ット・言正葺K卜いうし発購3》窄ン後K1役め房櫨し15やあk・レーデの

一観刎嗣＼・窓“z馳下平！9フ秒で錘猶／27K一豊し溌鵜砂

て“ ｻ野餉3駄蘭海‘郵鄭躰しk・　　∴・・
　　　⊃痢P・月一ρ梅レメー遮燃置お琢絶域劇務も亀噸斜

　　監く’う縛価、全テしメー9デレヲ磁樋1く賊しτ《．酬蜘薮麟殴レ

Kじバンドレずゆス靭“悔し靴跨げ碗燕禰乞！さ愉
　・＼1K7蓄機◎1嵐さ騰早しk3バンドつぐンド熟諜罪し泌」しの1

フぐン腿購燕の難癖・蜘㌻5ヤ」つ．Kゼ…ず｛＼裾獅考蓄

　妥1し糖K。．　　、，・．　　　　　　9．　∵一・・　　　’
　　　　　　ゴ　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　跡．Z晒蝋酬構瓢雀、囎騒伽ら（Z撫齢．しのの
　　フワー悌》・レD高岡」’び二三ジ鞭乱心お三二牌乞三二レナ

　共通15号　A49
∫

嚇

”

字宙開発●｝尋業団 ひ 歪
「！、



レ’

，

，

？　　・’・．
　ド　の　　　ノ　　　コ　　　　の
．σ

　　●
　　　　●

◎
　　　　ヒボ　　ノチ　　ぼ　　のレ

の　　’　．
　N。．　・％　・

’■

．
～
・
．
■

〆

8

イ
ρザ

，

’

‘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一’　∴．・　　’　　　　風　・・　　，　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が　　ロ　ラ　　　ロ　ロ　　　コ

　　．挑脇卿肪（櫓蹄レ増）・よか1節が入ルト田圃・・て、尉、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　

．ヅマ’ろ碗．繭偽ヅや鳳か《さるρ輔剛鞭・舩り1さ㌃∫〃丁く・’

　　　・砺トオ似幡の繍物、｝も鄭購齢纏伽冠詞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　る〃残じ添赦ノ。、♂oて・あワk．　　　　　’　．高

　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　！
’

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

3、鋪◎るノノ幌

　　」じ鯉4ンッ1δ徽吻畔織、く寂倭テレメニタテ↓卿ゲレダ’

臥ラ則籾嵐倭・《取1暑し丁（∴　　　デーξ　　．
　　儲デー9肋）尺のこげ艦無う1＼k．・』『・．・・一ヒ

の今飴脚麟し1《9バンドレープWスオ3綴塾韓雛レず切　．

一撃蹴験、さ榊・糊守iイ榊糊麟お5び穐払鰯総
　　　しも碑K5働レ・掴妹・櫛もの照．包めこ瞬弧一「

（と！≦～ぐンドフぐンド凹凹しつ々ンド：齢騒M電綴鵡謡苛野

　　　’片・）鷺㌃」わえ＼、梼剛将く二三よ・乙ぐ処匁のつ々ンドニ送」彰装塞Lヒ’も正㍉

　　　吃《1獅いメ凝塊し機派の魔零し獅うことガ↑3k・．

爾弱しり軟よび翻嬬いう肋3鱗、脚さ癖てく巾ρ’
　　　側靴1知するフ鰍し1篭るこ㌧b・・でうk．　　．．，」．、

’こ脈きっ祷Vγ殊の試“嫉q・蹴瓦杖一す多こヒゲτうk・．・：
　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げさ　し
　　　　　　　　　、’　．　’　　．・．『　　．◎　5
　　　　　　　　　　　．　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　∵㌧　　．　　．
　　　　　　、　　　　　　　　　・，　　　　　’　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　隔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　巳
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　もロ
　　　　　ぴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　　　　　　ピ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　噸
　　　　，　‘　　　　　o　　・’　　　　　　　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　共通15号・　A4・
」

写こ宙『｝目｝f｛夢」昨㍗婁団
■

マ

’



、

・
樋

鷹
ゴδ一思

＼

　　　　　，三和47年換江～2月期ロケット打上げ’
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　臨和47年鹿1～2月期ロケット打上げ実験を評価するため、

次によ：り謁査審議を行なうものとする。

エ・．東京大学宇宙航空研究所参行なった暗和47年斥第2次観測

ロヶツト撫の獣建学磯の蘇連隊、く・）細面開，

．晃事契団が行なった第7回ロケット打上げ笑駅4）回米を評11出す

　るπめ’に必要な技術的二心にう（βて爾査証譲を行なう。

．2・　1の繭・査蕃誕は、技術部会において行ない、始和48年6月

’末1までに終えることを目途とする・’
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